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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（村上正弘君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。

　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に配付しておりますので、御確認をお願いいたします。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、６月８日の本会議で各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告をいただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解をお願いします。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了後の討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席をいただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これより、各常任委員長から、委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告をいただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了承ください。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第４、議案第３６号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第３７号　上毛町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、日程第６、議案第３９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）、日程第７、議案第４０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第８、議案第４１号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第９、議案第４２号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第１号）、日程第１２、発議第３号　「拡大生産者責任」「デポジット制度」の導入で循環型社会の再構築を求める意見書、以上７件を議題とします。

　文教厚生委員長の報告を求めます。

　増矢委員長。

○文教厚生委員長（増矢年克君）おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。

　当委員会は、６月１４日午前８時５５分開会、午前１０時２５分閉会、議会中小会議室において、町長以下執行部の出席をもって開会いたしました。

　当委員会に付託されました案件は、町長提出の条例２件、予算案４件、計６件と議員発議１件の合計７件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定により報告いたします。

　議案第３６号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決、起立多数で可決。

　議案第３７号　上毛町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決。

　議案第３９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）について。
　質疑、総括説明に対して。
　質疑、消防団員の減数等によりゲリラ豪雨などの対応は大丈夫か。答弁、ポイント的で詳細な情報が伝達されるため、防災制度が後手に回らないように対応したい。
　情報を得ても消防団員だけでは対応はできないのではないか。答弁、防災マップ、防災無線の活用で住民への事前周知を図れば、現在の団員の人数で対応可能です。
　質疑、消防団員の活動について。健康で実活動のできる団員を採用するように、防火水槽などの点検をきちんとするように。答弁、今後、団員活動を指導し、点検についても対応していきたい。
　質疑、水源探査については、唐原地区の水源が広域企業団の水を利用するなど根本的に見直しが必要ではないか。答弁、今回の探査については主に大平楽の水の確保であり、現有の２００トンタンクの三つの井戸から給水し、大平楽、上野地団地、小池地区で使用しているが、今回、上野地団地に１本直接使用し、２００トンタンクは大平楽専用に使用し、新たな小池地区専用の水源を考えている。
　質疑、地域づくりの団体の追加について。追加した基準と経緯はどうなっているのか。最終的なあるべき目標はあるのか。答弁、選考は審査会の審査を経て５団体選考していました。今後は、団体を取りまとめる中間的な組織活動をするため拠点づくりをしていきたい。
　質疑、広域団消防の体制を改善し、人数の増員をしてほしい。答弁、広域消防も行政改革の一環として隊員の数を減らしている中で、隊員の数を確保することが難しいようです。
　続いて、各担当課長の説明に対して。
　質疑、子ども手当の支払い時期はいつですか。答弁、上毛町は１０日です。児童手当当初予算を計上していますが、子ども手当制度は今年度限りであり、また児童手当と同じ児童措置費の扶助費ですので、今までの児童手当同様に１０日の支払いにしました。
　質疑、臨時職員は６カ月契約のようですが、予算は６カ月分ですか、１年分ですか。答弁、雇用は６カ月ですが、予算は１年間分を計上しています。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決。
　議案４０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について。
　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決。

　議案第４１号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について。
　質疑、医療費は幾らぐらいですか。答弁、参考に国保の医療費ですが、１人当たり３６万円弱です。後期高齢者医療は平成１９年度一人当たり９４万６,３４０円です。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決。

　議案第４２号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第１号）について。
　質疑、今後譲渡の予定ですが、それまでに器具等に耐用年数が来て使用できなくなった場合どうするのか。答弁、命をあずかる医療施設なので、日々の診療に必要があれば、購入も含めて対応せざるを得ないと考えています。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決。

　発議第３号　「拡大生産者責任」「デポジット制度」の導入で循環型社会の再構築を求める意見書について。
　質疑、リサイクル法との関係はどうなりますか。答弁、大きいものではなく、家庭から出るペットボトルなどのごみが分別処理されていますが、これの容器にリサイクル法を取り入れていますが、リサイクルするという考えではごみは減らない。ごみを抑制するための制度が必要と考えています。
　質疑、町が負担する経費を生産者がするのですか。答弁、拡大生産者の責任とは、ごみを抑制するために生産者も負担し、デポジット制度で消費者も上乗せして負担することでごみを抑制する制度です。

　討論なし。
　採決、全会一致で可決。

　以上で文教厚生常任委員会の報告を終わります。
○議長（村上正弘君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。
　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）続きまして、日程第２、議案第３４号　上毛町企業誘致条例の制定について、日程第３、議案第３５号　上毛町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び上毛町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、日程第６、議案第３９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）、日程第１０、議案第４３号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）、日程第１１、発議第２号　中小企業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める意見書、日程第１３、発議第４号　永住外国人地方参政権付与に関する意見書、以上６件を議題とします。

　総務産業建設委員長の報告を求めます。

　大山委員長。

○総務産業建設委員長（大山　晃君）おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告いたします。

　当委員会は、６月１５日、議会中小会議室において、総務産業建設委員全員と町長以下執行部の出席をもって、午前８時５５分開会、午前１０時２５分閉会されました。
　当委員に付託されました案件は、町長提出の条例案２件、予算案２件、議員発議２件の計６件です。

　委員会に付託されました案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、委員会規則第７７条の規定により報告いたします。

　まず最初に、議案第３４号　上毛町企業誘致条例の制定について。

　質疑、過疎地域促進自立推進市町村計画を平成１７年から平成２１年まで作成し、期限が切れているが、新たに作成しなくてよいのかとの質疑に対し、前回の計画は平成２２年３月３１日で切れているので、今年、上毛町全体の計画を作成することになっておるとの答弁でした。
　この条例は全国的にあるのかとの質疑に対し、全国的に企業誘致条例はあるとの答弁でした。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　議案第３５号　上毛町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び上毛町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について。

　公務に支障が出るとは具体的にどんな場合かとの質疑に対し、災害が発生したときなど緊急事態を想定してくださいとの答弁でした。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　議案第３９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（所管分）について。

　最初に総括説明の質疑を受けました。

　質疑では、子ども手当の歳出予算を児童手当のように分けているが、一つにできないのかとの質疑に対し、歳入予算ではそれぞれ補助率が違うので分けていますが、歳出予算は一律で計上していますとの答弁でした。
　支給該当は誕生月から支給かとの質疑に対し、翌月からの支給が原則ですとの答弁でした。
　続いて、担当課長の説明に対しての質疑ですが、日直賃金と宿直賃金は日直賃金のほうが高かったのかとの質疑に対し、勤務条件を考えると宿泊賃金が安いと指摘を受け、宿直賃金を上げました。それに伴い、日直賃金の見直しも行いましたとの答弁でした。
　労働基準局からの指導ですかとの質疑に対し、そうですとの答弁でした。
　水源探査の箇所の決定は、土地の所有者についてどうなっていますかとの質疑に対し、箇所は上毛町所有の土地を検討して、箇所予定をしています。
　専門家、業者等に聞いて決めたのかとの質疑に対し、それもありますが、新たに土地を購入することが考えられないので、水系の中で上毛町誘致の土地を決めたとの答弁でした。
　上水道計画との関係はどうかとの質疑に対し、上水道については昨年度計画しましたその中で、今年は拡張部分の水源の確保を準備しています。それによって、平成２３年度までに事業認可、最短でも平成２６年送水開始というスケジュールになります。大平楽等は常に水不足になっているために今回の計画になっていますとの答弁でした。
　消防団員の退団は年齢制限ですかとの質疑に対し、年齢制限ではなく、本人の希望によるものですとの答弁でした。勧奨しておるようなことはないかとの質疑に対して、ありませんとの答弁でした。該当者がやめると現員は何人ですかとの質疑に対し、定員１１４名に対し１４８名ですとの答弁でした。
　討論なし。
　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。
　議案第４３号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　発議第２号　中小企業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める意見書。これは継続審査分でございます。

　質疑は、扶養控除との関係で不公平感は出ないかとの質疑に対し、同じ労働をしていて労働対価として認めるかが問題なのです。所得税法第５６条とはなじまないものですとの答弁でした。
　青色申告したほうがいいのではとの質疑に対し、青色申告をすれば法的にはよいことになっていますが、手続が必要であり、申告をするしないにかかわらず、労働したことには違いないとの答弁でした。

　反対討論があり、意見書の理解をもっとしたほうがいいのではとの反対討論、それから、税制改正で扶養控除との関係があるので、考え直したほうがいいとの反対討論があり、採決の結果、不採択となりました。
　発議第４号　永住外国人地方参政権付与に関する意見書について。
　質疑、討論はありませんでしたが、意見書の一部を改正し、もっと厳しい文書にすべきではないかなどの意見が出ましたが、原案について、採択の結果、起立多数により採択することになりました。
　これをもちまして総務産業建設委員会からの報告を終わります。
○議長（村上正弘君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。

　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　亀頭議員。
○１２番（亀頭寿太郎君）質疑ではございませんけれど、訂正の云々もなかったから、これは訂正されるのかどうか。発議第４号の意見書の提出先の内閣総理大臣が鳩山由紀夫になっているんですが、今は菅さんじゃないですかね。
○議長（村上正弘君）ここで暫時休憩をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１０時２６分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１０時３３分

○議長（村上正弘君）休憩前に引き続き、会議を開きます。
　先ほどの件でありますけれども、受け付けを行ったときの提出先は手元に配付のとおりでございましたが、議会中に変更になりましたので、議長のほうで処理をいたしたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。
　ほかにありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）質疑を終わります。

　これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、議案第３４号　上毛町企業誘致条例の制定について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第３４号　上毛町企業誘致条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、議案第３５号　上毛町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び上毛町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第３５号　上毛町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び上毛町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第４、議案第３６号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は議案第３６号に反対の立場から討論いたします。

　国が本来持つべき医療に対する責任を弱め、地方に責任を持たせようという意図があるので、この議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第３６号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第５、議案第３７号　上毛町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第３７号　上毛町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第６、議案第３９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第１号）について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第３９号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第７、議案第４０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決いたします。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第４０号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第８、議案第４１号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第４１号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第９、議案第４２号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第１号）について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第４２号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１０、議案第４３号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第４３号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１１、発議第２号　中小企業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める意見書について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案不採択であります。

　ここで、改めてお諮りをいたします。

　発議第２号　中小企業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める意見書について、採択することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立少数）

○議長（村上正弘君）起立少数。よって、発議第２号　中小企業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める意見書については、原案を不採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１２、発議第３号　「拡大生産者責任」「デポジット制度」の導入で循環型社会の再構築を求める意見書について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、発議第３号　「拡大生産者責任」「デポジット制度」の導入で循環型社会の再構築を求める意見書については、原案のとおり採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１３、発議第４号　永住外国人地方参政権付与に関する意見書について、討論を行います。

　討論はありませんか。
　茂呂議員。
○９番（茂呂孝志君）私は、発議第４号に反対の立場から討論をいたします。
　提出者は、永住外国人に地方参政権を付与することに反対の立場から提出しています。憲法第１５条１項には、公務員を選定し及びこれを罷免することは国民固有の権利であると述べています。この規定は、公務員の選定罷免権は国民が当然持つべき権利で決して奪ってはならないという権利だということであって、永住外国人に地方参政権を付与することを憲法が禁じているのでは決してありません。
　１９９５年２月２８日の最高裁判所の判決では、憲法に規定する地方自治として、永住外国人に対し法律をもって地方公共団体の長、その議会の議員などに対する選挙権を付与する措置を講ずることは憲法上、禁止されるべきものではないと述べています。
　憲法９３条は、地方自治体の長及び議員はその地方公共団体の住民が直接これを選挙すると定めています。外国人であっても、我が国の地方自治団体で住民として生活し、納税を初め一定の義務を負っている人々が地方自治の担い手であることは、憲法が保障する地方自治の根本精神とも合致するものであり、この発議に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）賛成多数。よって、発議第４号　永住外国人地方参政権付与に関する意見書については、原案のとおり採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１４、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長より所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査したい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、委員長から報告のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１５、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査をしたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
　これで、本日の日程はすべて終了をいたしました。

　平成２２年第２回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時４６分

○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。
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上毛町議会議長
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